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第17回
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どうなる？自治法改正


どうする！地方自治体の政策課題





Program











9：00　講義２　岡庭 一雄


10：30　質疑応答


10：45　講義３　池上洋通


12：15　休憩・昼食


13：15　全体質疑・討論


岡庭一雄、池上洋通


15：15　修了証の伝達


15：20　次回学校開催計画の伝達　


閉会のことば　


15：30　解散





5/26mon


n.





5/25sun.





12：30  受付開始


13：00  開会のことば、ガイダンス


13：15　講義１　白藤　博行


15：00　休憩


15：15　講義再開


16：45　質疑応答


17：00　休憩


17：15　実践報告～東日本大震災の現


場から


18：15　休憩・移動


19：00　食事・交流
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■著書　「新しい時代の地方自治像の探究」（2013自治体研究社）、「行政法の原理と展開」（2012法律文化社)


「橋下ポピュリズムと民主主義」（2012自治体研究社)、「 3・11と憲法 」（2012日本評論社)、「 新基本法コンメンタール　地方自治法 」（2011日本評論社）、「地方自治制度改革論」（2004自治体研究社）他





■講師は1952年三重県生まれ。名古屋大学法学研究科博士課程単位取得満期退学。札幌学院大学助教授を経て、現職。専門は行政法、地方自治法。国法・自治体法の理論と実践では、憲法が保障する諸価値、なかでも「地方自治の本旨」を活かすべく活躍されています。地方分権改革における「地方自治体への国の関与」について、地方自治体の立場に立って、積極的な論陣を張ってきました。





　東日本大震災の現場から～岩手・宮城・福島～


自治体の議員から、被災地の現状と直面している課題について、ご報告していただきます。





この講義では昨年末、地方分権有識者会議が政府に提出した『地方分権改革の総括と展望（中間取りまとめ）』を踏まえ、20年に及ぶ分権改革の「論理と実際」を明らかにするとともに、通常国会に提出される「事務・権限委譲一括法案」の内容と課題を把握します。また、第30次地方制度調査会の答申で「地方中枢拠点都市（圏）」、「三大都市圏の役割分担」、「条件不利地域の都道府県による補完」及び、支える仕組みとして、自治体間連携の「協約」制度の創設などがうたわれました。「地方自治法改正案」はこれらを反映したものになる、と報道されています。


住民生活はもとより、「自治と分権」の仕組みとして、答申と改正案をどう考えればよいのでしょうか？講義時間をたっぷり取って、分かりやすく語ります。


　憲法と地方自治





◆実践報告　17：15～18：15（60分）





◆懇親交流会＜自由参加＞1９：00～21：00


夕食会をかねて、参加者と講師が自由に語り合う会です。＊別途、お申込みが必要です。





◆講義１　13：15～17：00（3時間45分　講義・質疑応答・休憩含む）＊2コマです


「『地方分権改革の総括と展望』と自治法改正」


　　講師：白藤　博行（専修大学法学部教授・弁護士）








１日目●5月25日（日）








